華厳教学の哲学的考察 by 山田 史生
華厳教学の哲学的考察
著者 山田 史生
号 172
発行年 2000
URL http://hdl.handle.net/10097/14446
?? ??
?? ??
学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位 授与年月 日
学位授 与の要件
博 士(文 学)
文 第172号
平成13年2月1日
学位規則第4条 第2項 該 当
学位 論文 題 目
論 文審査 委 員
華厳教学の哲学的考察
(主査)
教 授 中 嶋 隆 藏 教 授 花 登 正 宏
教 授 磯 田 煕 文
教 授 篠 憲 二
論 文 内 容 の 要 旨
序章 華厳教学研究の現在的意義 に就 いて
序章は二部 に大別 され る。 前半は 「杜順 ・智撮 ・法蔵」 と次第する初 期華厳教学史 を概 観 し、
後 半は華厳教学の要諦である 「法界観」 を略叙する。
中に就いて後 半に於 て 「カオス ・複雑系 ・ア フォーダンス」 といった知のモデル に論及 し、
これ らは華厳教学に於けるコスモ ロジー と一脈通ず るのではなかろ うか とい う推量を呈 した。
一方で は内部 ダイナ ミクス を持 つ増殖単 元 と しての要素 同士の動 的且つ多対 多 の相互作用 に
よって 自発的に変 化 し、他方 また単元 間の相 互作用 が内部 ダイ ナ ミクス の状態 によって変動 を
与 え られ る といった フィー ドバ ックに於 て把捉 され る力学 系的 生命観 は、華厳 教学 の唱え る
「事 事無擬観」 を考 える際に も有益な視 座を提供する と思 われ る。
第 一章 「相互依存性の直観 に就 いて」
杜 順撰 『法界観 門』 に叙せ られ る縁起(空 色無擬観)の 論理 を閾明す る。
序 章で触れ たアフォーダ ンス は、所与 の知覚 に基づ いた推論 ・解釈 という内的営為 を退 け、
大地が歩行 を可能 に し断崖が落下 の危 険を持 つ という風 に、環境 の知覚者 に対す る実在性 をも
認め るといった相補的なモデル を唱 えるもので ある。本章 に論ず る縁起 も、一切諸法 は皆固有
の本質(自 性)を 持たず相互 に依存 し合 って 生起す るとい う多元的な相関のモデル を描 く。
次章 に見 る 「鏡 ・数」 の讐喩 は一つ の鏡像 ・数 に一切の鏡像 ・数が重重無尽 に映現 ・包含 さ
れ ることを示 し、第三章 の 「重層的二項対立」 は対立する各項は即 自的な 同一性 と共 に対他的
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な能作 性 を持 つことを示す とい う按配 に、 華厳教学 に於 ける論法 は一 と一切 との多元的な相関
モデ ル を呈示す ることによって 「主か ら客 へ とい う一方通行 の二 元論 に異を立て る」 とい う趣
旨に於て一貫 して いる。小論 も亦 「純 粋主観に内在 的に映ず る領 域 こそが一切諸法 の根源であ
る」 といった唯主観独尊の立場 か ら脱 却すべ く、全編 の到 る処で 「主客対置 の二元論的なパ ラ
ダイムの超克」 というライ トモチー フが変奏され る。
第 二章 「讐喩表現の射程 に就いて」
智傲r一 乗十玄門』 の 「十数」 の讐 喩、 法蔵 の 「鏡 ・金獅子 ・屋舎」 の讐 喩 とい う教化 上の
便法 を吟味 し、抽象的 ・潜在 的 ・不可視 の境位 を して経験可能 の事象 と契合せ しむる手際を見
る。或 る経験領域 を別 の経験領域 によって濾過 し、一定 のイ メー ジの下に如 実 に直観する場 合、
潜 在せ るもの(例 えば 無限 ・事象 の相互 包摂 ・実体 の様態 的変 容 ・個別 相 に潜 む全体性)を
(例えば数 列 ・鏡 ・金獅子 ・屋舎 に準 えて)顕 在化す る 「仕方」 を問 うことを通 して華厳教 学
に特有 のヴ ィジ ョンを提示す る。
尤 も、響 喩 を吟味する という営為 は抑 も自己矛盾 的な仕業 である。響 喩は端 的にそれ 自身以
上の ものは表 さず 、そ の効果 を論ず る ことはそれ を台無 しに して しま う。仮 に讐喩が何 らか の
暗号化 され た メツ セージを担 っている としても、讐喩が誘発す る実効 を言語化 しよ うと企 てる
ことは烏濡 に似る。併 し小論 は敢 えて讐喩 のメ ッセー ジを確定す る ことによって重重無尽 ・円
融無擬 なる華厳的コスモ ロジーへ と分 け入 ろう と試 みる。
第三章 「重層 的な二項対立 に就 いて」
『大乗起信 論』所説 の 「如来蔵思想 」 とい う確 固たる一学説 の論理構造 を 「重層的二項対 立」
として把握 し、それ との関連 に於て 「理事無凝観」 を教学史的 に位置付 ける。 重層 的二項対立
という交渉原 理の勘所 は、二項 の各々 に相対立す る他項 に働 き掛 ける能作性(違 自順他)を 認
める ことで ある(小 論七五 ・七九頁 に図示)。
「重層 的二項対 立」 とい う構 図を見 る時、 直ち にr易 』 繋辞 上伝 の 「易 に大極 有 り。是れ両
儀 を生ず。両儀 は四象 を生じ、四象は八卦 を生ず 」が想起 され る。 この陰 と陽 とい う相対的概
念の圓ぎ合 いによって対立即統一のヴ ィジ ョンを構想する とい う方法は、対待 ・対偶 といった
「対」 を好 む中国人 の性癖 に根差す もので あ り、中国的思惟 の骨髄 を貫す るとおぼ しい。
想 うに法 蔵が 一項 の内 に 「違 自順他 ・違他 順 自」の二義 を認め る ことは、、『易』 に所謂 「陰
中 に陽在 り ・陽 中に陰在 り」 とい う陰陽思想 と没交渉ではあ り得ない。 陰陽思想は純然たる二
元 論 とは違 う。 「大極有 り。是れ両儀 を生ず」 と云 う如 く、 陰陽は一元気 の変容態 としての二
気 である。孤立 したこ元 を設けるのではな く、互 いに包摂 し合 いつつ変化 する二元を考 える。
この一元 にして二元なる ものが変容 して万物 を生成す る という立場は、 唯一 実体 の 自己展 開 と
い う思惟(即 ち如来蔵縁起思想)を 頗 る容易 に使啄す る。 「一項 の内 に相対 す る両義 を認 める
ことによって二項の交徹 を描 いて ゆ くこと」 「一元気 の変容態 と しての多気 を見 てゆ くこと」、
これ が中国思想の根抵 を支える 「陰 陽」 の原理で あるな らば、法蔵 の理事無擬観 を中国的な思
惟原 理の仏教的 ヴァリエーシ ョンと して把捉す る ことも附会で はな い と思われ る。
重層 的二項対 立 という思惟モデル に秘 め られた思惑は、 「ノエ シス ・ノエマ」 「アプ リオ リ ・
アポステ リオ リ」 といった二元論的な 図式 の無効 を宣言す ることに在 る。二元論 的な 図式 の当
否 という問題 は、仏 の自己意識 と同時的且つ両方向的 に成立す る衆生の 自己意識 という仔細 を
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巡 って最 も先鋭 化する。超越論 的な主観 による自己措定 を考 える時、同時にその措定作用 を説
明す るために非我の反措定 をも前提 的に伴わざ るを得 ないが、斯 かるア ンチ ノミーは超越論 的
な 主観 が因果連 関的に行 う構成 の産物で あって、その構成の全体 を主観 自身の内的機能か ら説
明する ことは不 可能である。それ故 に衆生 は 「客観はそれ 自身では存在 し得ず 、更 に客観 を生
み 出す主観 も亦虚構 に過 ぎな い」 という十字架 を背負いつつ、 具体 的な 「生」 のプ ロセ スに於
て二項対立 の図式の克服 を模索 して ゆかねばな らない。次 章に於 ける論考 は、 己の有 限性 を 自
覚す る と共に己を超え出つ る無限をも志向す ることによ って、衆生が己の生の現 実に二項対立
の克 服を求 める営みの考察で ある。
第 四章 「仏 と衆 生との相関 に就 いて」
自己意識 には 「現に意識 しているものが意識 している 当人 として意識 されていなければ な ら
ない」 という値切 れない前提が付帯す る。 『大乗起信論』 は斯 か る自己意識 を遂行す る主体 を
「不 生不滅 と生滅 と和合 して非一非異」な る阿梨耶識 として捉 え、 更 に事柄 を仏 と衆生 との相
関 へ と敷術 し、 「絶対 の他者 が 自己 に内在 し、 自己が絶対の他者 へ と超 越す る」 とい う 「超越
の内在化」 として把える。有 限者 は己 の有 限性 を自覚する ことに於て 自己 を超え、無限者は有
限者 の存在 を支 える ことに於て 自己 を犠牲 にす る。斯 かる相互 的な 自己否定 を介 して有限者 と
無 限者 とは統合 され る。
部分 は 自らの部分で あることを全体か ら承認 して貰 うことによって全体 に於 ける部分 として
存在 し得 る。併 しそれ だけで は部分 として の自立が損なわれる。 全体 と部分 とは互い に自立 し
よう とす る限 り両立出来な い。それ故 に全体は 「己を部分 に与えなが らも自立 を失わない」 と
いう特質 を持た ざるを得ない。全体 も部分 もそれぞれ に 自己否定 とい う契機 を 自己 自身の内に
持 って いる ことによって全体 と部分 との有機的な関係 が成 り立 つ。
自己外化 と自己還帰 とを巡 る循環 によって生活世界の複 雑性 と等 しい くらい にまで 自己の密
度 を精 練 し、以 て実在 を自己 「内」 よ り制作す る知 の営みは、つ ま り 「自 ・他」 「内 ・外」 と
いった境界 を自己 の内側か ら基礎付け る観念論的体 系は、そ の基礎 付ける体 系 自身を基礎付 け
る ことの困難 に逢着せざるを得ない。 それかあ らぬか、 唯一 の実体 が無 限の属性 を持 つ という
理論 的テーゼは昨今評判 が悪 い。 「如来蔵思想 は仏教 に非ず」 と断言す る学者 もあるが、そ の
論法は下手 をす ると普遍的真理 を措定する思惟をひ としなみ に非仏教 と決 め付 ける極論 に走 り
かねない。'匿か に個 に全が内在する とい う理論 は、存在 という等質 のものの一部 が個 で一部が
全である(個 と全 とが同 じ存 在の各部 分になる)こ とを含意す るか ら論理的 には拙 いが、全が
個 に内在す ることは現実に可能である。 その純粋 な現象 として個が全 に 自己 を捧げ得 るという
宗教的事実 を挙げてお くだけで も事柄 を証するに足 りる。個 に全が 内在す るか らこそ個が全 に
自己 を捧 げる ことが 自己の喪失ではな く自己の本来性 の発揮 にな り得 る(逆 に全が個 に於て在
る とい う ことが 全な るものの恩寵 である)。個 に とって全 の 自覚 は、己の存在 に食い込 んだ退
引きな らない事実である。 これ を存在 の次元 で捉 えて、個 と全 との同一 は論理的 に矛盾す るな
どと駁 してみて も始 ま らない。絶対者 の自己に於 ける現前は、現前 という唯一 の出来事 に於て
恰 も始元 的な契約の如 くに人 間の生に組み込 まれてい る。然 く人間 を特権 的 に位置付 ける とい
う意 味に於て 、如来蔵思想 はヒューマニ ズムで あると評 し得よ う。
主観 の内在領域 に於 ける事象 こそが 明証 的で あ り、他者 と共に在 る ドクサの領域は其処か ら
派 生す るに過 ぎない とい うのは逆 である。衆 生はそ の都度 の現場 にあって奈何 に生きるか
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を模索せねば な らず、然れば こそ衆 生にとって 「無明」こそが掛け替 えのない現実なのである。
この主観 による基礎付 け主義へ の疑義 は次章へ と持 ち越 されてゆ く。
第五章 「心身二元論の超克 に就 いて」
『華厳五教章』 「所詮差別」 に拠 って 「主観 を深化 させ る ことを通 して客観 を して普遍的主観
にまで昇華せ しむ る営為」 としての法蔵 の実践観 を考 える。併せ て法蔵の華厳 教学 に於ける意
識論 ・資質論 ・時間論 ・身体 論 ・成 仏論の一端 を窺 う。
本章で の筆法は 内省的方法(意 識 に現前するものの反省 による把捉)と 意識 一元論(意 識 内
容の 自覚 による存在)と いった現象学風の立場に拠 って いる。 然 く意識中心 主義 に偏っている
ことは髄か に行論 のアキ レス腱であ ろう。実践を支 える意識 の存 在 を端か ら前提 し、それ への
現 前 を最 も根源的な事実 と看 倣 して、 意識に還元す る ことが眼前 の対 象の本質 を抽 出す る こと
だ とい う思考実験 を行 う場合、対 象を構成する志 向性な るものを意識 の本質 的な属性 として措
定する ことにな るが、意 識が志 向性 を本来的に具有す る という理 論は 「指示 の魔術 説」 に過 ぎ
ないのか も知れない(バ トナム 『理性 ・真理 ・歴史』法政大学 出版局)。
右 の懸念 を払拭す べ く次 章では、衆 生の具体的な 生の固有性(即 ち人称以前 の原体験)に 於
ける 「不 定」性の発露 としての 「力」 に就 いて論ず る。
第 六章 「力の概念 に就 いて」
華厳教学 に所謂 「事」 は、一方が能 動的(有 力)で あれば他方 は受動 的(無 力)で あるとい
う具合 に 「力」 を奪 い合 いなが ら圃 ぎ合 って いる。事は蕾 に 「在 る」 のみな らざる 「成 る」 も
の として、 各々に相即相入 し合 いつ つ非均衡 的且つ 自己組織的な システムを紡 ぎ出 して いる。
事 は各 自のパー スペ クテ ィヴ よ り世界 を捉え、他 の事 に還元 され る ことな く能作 的 に働 き
合 って いる。 同時 に事は他 の全て の事 と交錯す るプ ロセス に身 を置 き、常 に 「全体」 との連 関
に於て 自己 同一性 を得て いる。ス タテ ィ ックな実体 の集合ではな くダイナ ミ ックな作用 の葛藤
として の世 界をヴィヴィッ ドに実感すべ く、華厳教学は 「力」 というイデ ィオ ムを導入す る。
「力」 を以 て己 の生 を刻み付 け るこ とは、単 に能動的 に躍 動す る ことではな く受動 的 に反応
す ることで もある。 システム を担 って いる構成要素が、働 きの全て の刹那 に於て恰 も初めて の
驚 きに出会 ったか の如 くに事態 に対処す ることによ って システム に新鮮な血 を通わせ ること、
それ が シス テム 自体 の生命で あ る。 システムが主体 的な構 成要 素か ら乖離 して客 観化 された
り、 構成要素が システム に身を委ね て慣習的 に振 舞った り(つ ま り無意識に システム に規定 さ
れた仕方で行為 した り)す る とシステムは死ぬ。
第七章 「具象的な無秩序のヴ ィジ ョンに就いて」
謂 うところの 「事事 無擬法界」 とは、システム内部 の事象が 自己関係 的に各 自を創る ことに
よって全体が 自律的に編 み上げ られ る ところのネ ッ トワー クで ある。 然 く 「事」の多様性 を肯
定 した上で 尚且つ 「全体」 の統 一性 を も成就 しよう とす る場合、 それ は 「唯一実体 の様態 的変
容」 とい う基礎付け主義を旨 とした理事無擬観 ではあ り得な い。 要素的事象 の局所 的な相 互作
用が大域 的な構造 をボ トムア ップに現 出 し、そ の構造が翻 って事象 を トップ ダウンに規制す る
という、 それは 「出来事 の相互包摂」 とい う非線形的 ・非 因果 的な事事無擬観 でなければ な ら
な い。
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事事無凝 とい う円環的な構造 変換のプ ロセ スは 「一 中一切 ・一切 中一」 として非二元論的 に
把捉 され る。不断 に生成の途上であ り続ける 「不定」な全体性 に於 ける:事は、勢 い 「世界 を構
成す る断片的な一点」ではな く 「生 きたネ ッ トワー クの結節点」で ある。斯 くして描か るべ き
ヴ ィジ ョン とは、 「第 一原理か ら一切 万物が産み出 され る とい う」 とい う理事無擬観 に基づ い
た秩序(コ ス モス)で はな く、 「一切万物 のヴ ァリエー シ ョンによって全体が創 られ て行 く」
とい う事事無擬観 に則った渾沌(カ オス)で ある。
第 一章の空色無擬観 に於て夙 く確 認 してお いた如 く、個別 の事象は各 自の内 に全事象の体系
を包摂 する ことによって互 いに十 全に融通 して いる。単純な対象が既 に内包 している論理形式
によって世界全体 の論理構造 はア ・プ リオ リに決定 され る。或 る個別 の対象が持つ論理形式は、
他 の一切の対 象 との結合 の可能性 を決 定す る。世界 にあてがわれ る物差 しは孤立 した事象では
な く事 象の体 系でなければな らない。斯 かる全体論的な視座 こそが形而上学 としての華厳教学
が鞍掌 すべき本務 である。
終章 「渾沌への視座 を索めて」
終章 は木 に竹 を接 いだ ようで ある との誘 りを催れっっ も、小論全編 の底 を流れる問題意識 を
顕在化 し、それ を踏 まえた向後 の展望 を示唆すべ く敢 えて草 された。
地球 を挺子で動かすた めの不動 の足掛 りの不在が明 らかであ るか らには、語 り得ぬ ことに就
いて は沈黙せねばな らな い。併 しそ の語 り得ぬ という言辞 も亦語 り得ぬ とすれば、最早維摩の
一黙 に沈 むよ り他 に術は無 いのだ ろうか。私が世界 を語 る唯一・の言語 しか持 っていない時、そ
の言語 を語 るため に用立て得 るものが 同じ言語以外に無いな らば 当の言 語 に於 て 「語 り得る も
の」 と 「語 り得ぬ もの」 との両方 を見通す場所は無い訳 で、従 って語 り得る もの と語 り得 ぬ も
の との問 に境界線 を引 くことは不可能であ る。世界に就 いて有意 味に語 っている命題 は真偽 両
方の可能性 を持たねばな らないけれ ども、言語が世界 を語 る ことを可能 にす る一般 的条件 を構
成 する事柄は真で しかあ り得 ないか ら、 この条件を語 ろう とす る試 みは有意 味な命題 を結果 し
得な い。
「私 」 とは言語 を世 界の構 成要素へ と対応 させ ることによって命題 を可能 な事態へ と射影す
る主体(言 語 を理解 し命題 の意 義 を考える主体)で ある。言語 を世界 の構成要 素へ と対応付 け
る ことを可能にする者、 世界 を してその構成 要素 と共 に言語 を通 じて顕現せ しむる者、即 ち世
界 の限界に立つ者 が私 である。従 って私 自身は言語 の中に登場す る ことは無 い(言 語 と世界 と
の対 応 を可能 な らしむる私は常 に言 語 と世界 との双方か ら食み出 して いる)。風 景を見て いる
時 に見 ている眼は見 えないように(若 し見 えた ら眼が風景 の一部 にな って しまう)私 の世界 に
私 は登場 しない。斯か る言語 ・世界 の可能性 の条件 として の私、語 り得ぬ者 と して の私、事柄
を成就 している透 明な当体 と しての私 に徹す る時、事柄が緩やか に 「華厳か ら禅へ」 と推移 し
て行 く気配 を覚 える。華厳は未 だ心 身一如 に拘泥す る気味が ある。 この一が消 えて零 とな った
時、即 ち心 身脱落 して透 明にな った時、華厳か ら禅へ と突破 して行 く道が拓 けるよ うな予感 を
覚え る。
中国思 想の特徴 と して、 「中国人は現実 的に ものを見、考 え る民族 だ」 とい う指摘 がな され
る(金 谷治 『中国思想 を考 える』 中公新書、三一 頁)。僧肇 の 「触事 而真」や 臨済 の 「随処 作
主、立処皆真」といった主張が 中国仏教の身上 と見倣されるの もこの現 実重視癖 の所為である。
華厳教学は徹底 して現実 に即 しつつ思惟 してゆ く。それ は相互に異なる個々の存在 者 をそ の儘
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如 実 に受け止め、部分を全体 へ と統 べる ことな く肯定 しよ うとす る。重重無尽 ・円融無擬 とい
う術語 か ら華厳 教学はや や もす る と全体性 の成就 を 目指す もの の如 くに誤解 されが ちであ る
が、それ は寧 ろ個別的な もの を微視的 に見詰めよ うと試みる ものである。 「現実的 にもの を見、
考 える」 とい う観点か らすれば、華厳教学 は紛 う方な く最高度 に中国化が施 された思惟体 系で
あ り、斯 かる中国化 が更 に徹底 され ていった果て に禅宗が 生まれて くる。
禅の生命 は、現実 を己 の こと として端的 に把捉す るところに在 る。 自己(事)が 主客 を超 え
た 言語道 断の 「表現」 となる こと一 個 々の人(事)が 各 々の力を以て圃ぎ合 う無限の関係網
に於 てその都度 作用的に生きる こと一 が究極 の 自力宗 教 としての禅の面 目であるな らば、 こ
れが華厳教学 の構想 に合致す る ことは疑い を容れない。
小論 の企 図は、難解 を以て鳴 る華厳教学 に就いて、 それ を理解可能の言語 を以 て論 じ直そ う
とい うことに在 る。そ の際に採 った基本 的な観点 とは、 「或 る事 象が或 る環境 に在 る時、蕾 に
事象が環境 に働 き掛けるのみな らず 、環境 も亦表情 を以て働き返 してお り、而 して事 象 と環境
との両方向的な働 き合いが循環的 に更新されてゆ くシステム として世界 を捉 える」 とい うもの
で ある。 あ らゆ る出来事の レヴ ェル にあって生起 して いる事 象 と環境 との摩擦 を、制御 と被整
序 というスタテ ィックな階層関係 としてではな く、双方か ら生命 的に働 き掛 け合 う というダイ
ナ ミックな消息 として描 き出そ うとする知的営為 として、 小論 は法 蔵の華厳教学 を吟 味す るも
のであ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、 序章 「華厳教学研究 の現在 的意義 に就 いて」 と、第一章 「相互依存性 の直観 に就
いて」、第二章 「讐喩表現の射程に就 いて」、第三章 「重層 的な二項対立 に就 いて」、第四章 「仏
と衆 生 との相 関に就 いて」、第五 章 「心 身二元論 の超克 に就 いて」、第六章 「力の概念 に就 いて」、
第七章 「具象的な無秩 序のヴ ィジ ョンに就 いて」の本論、そ して終章 「混沌への視 座 を索めて」
の、 あわせて9章 か らなる。
序章前半で は杜順 ・智撮そ して法蔵へ と展開する初期 華厳 教学史 を概観 し、 後半では華厳 教
学 の要諦で ある 「法界観」 を略叙 しつつ、 この華厳 教学 の 「法 界観」 を特徴 づける 「事事無擬
観」が現代哲学 に於 ける 「カオス ・複 雑系 ・アフォーダ ンス」 といった知 のモデル と通底す る
ところが あるのではないか と推測す る。
第一章 「相互依存性 の直観 に就 いて」 では、杜川頁撰 とされ る 『法界観 門』 に見 える 「空色無
擬観」 の論理を考察 し、そ こに、一切諸法 は皆 固有 の本質(自 性)を 持たず相互 に依存 し合 っ
て生起する とい う多元 的な相 関のモデ ルを見出し、それが、 アフォーダ ンス の所謂、所与の知
覚 に基 づいて推論 ・解釈す るという知覚者 の内的営為 を退 け、環境 の方か らの知覚者 に対す る
実在性 を も認めるといった相補的なモデル を唱える という思考 と通底する とい う。
第二章 「讐 喩表現 の射程 に就 いて」では、智撮撰 とされ る 『一乗十 玄門』の 「十数」の讐喩、
法蔵 の 「鏡 ・金獅子 ・屋舎」の讐喩 を検討 し、抽 象的 ・潜 在的 ・不可視 の境位 を経験 可能 の事
象 と契合 させ る方法を考察 して、 重重無尽 ・円融無擬 なる華厳 的 コスモ ロジーを素描 する。
第三 章 「重層的な二項対 立 に就 いて」で は、r大乗起 信論』所説 の 「如来 蔵思想」の論理構
造 は 「重層的二項対立」であ り、 重層的二項対立 とい う交渉原 理の核心 は、二項 の各々に相対
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立す る他項 に働き掛けてゆ く能 作性(違 自順他)を 認め ると ころにあると把握 し、それ との関
連 に於て華厳の 「法界観」 の 「理事無凝観」 を教学史的 に位置付 ける。そ して、法蔵が二元論
的な 図式 の無効 を宣言するため に用意 した、一項 の内に 「違 自順他 ・違他川頁自」の二義 を認め
る とい う 「重層 的二項対立」 という構 図は、『易』 にお ける陰陽 の対 立即統 一 という世界 観 と
通 じ、対待 ・対偶を特色 とす る中国的思惟 にも とつ くもので、法蔵 の理事無擬観 も中国的な思
惟原理 の仏教的 ヴァリエーシ ョンとして把捉 できるとす る。
以上第一章よ り第三 章までの考察 に於 いて、華厳教学 に於 いて一貫す る論法は、 一 と一切 と
の多元的な相関モデルを呈示す る ことで、主 か ら客へ という一方通行の二元論 に異を立て る、
とい うものである といい、論者 自身 も、本論の以下 の叙述 に於 いて 「純粋主観 に内在的に映ず
る領域 こそが一切 諸法 の根源で ある」 といった唯主観独尊 の立場か ら脱却すべ く、 全編の到る
処 で 「主客対置の二元論 的なパ ラダイムの超克」 を目指す、 と宣言す る。
第 四章 「仏 と衆 生 との相関 に就 いて」では、『大 乗起信論』が、 自己意識 を遂行す る主体 を
「不 生不滅 と生滅 と和合 して非 一非異」 なる阿梨耶識 として捉えて いること、更に事柄 を仏 と
衆 生 との相 関へ と敷 術 して、 「絶対 の他 者が 自己 に内在 し、 自己が 絶対の他者へ と超越す る」
とい う 「超越 の内在化」 として捉 えて いる ことを指摘 し、有限者は己の有限性 を 自覚する こと
に於 て 自己を超 え、無限者は有 限者 の存在 を支 えることに於て 自己 を犠牲 にする。斯 かる相互
的な 自己否定を介 して有限者 と無限者 とは統合 され る、 とす る。
第 五章 「心 身二元論 の超克 に就 いて」で は、法蔵の主著 と目される 『華厳五教章』 の 「所 詮
差別」 に拠 って 「主観 を深化 させ る ことを通 して客観を して普遍 的主観 にまで昇華 せ しむる営
為」 としての法蔵 の実践観 を考 え、併せて法蔵 の華厳 教学 に於 ける意識論 ・資質論 ・時間論 ・
身体論 ・成仏論 を考察 し、そ こに、主客対置 の二元 論を退 けて心身一如の一元論 を唱える基調
が認 め られ る、 とす る。
第 六章 「力の概念 に就いて」では、華厳教学 に所謂 「事」 は、一方が能動的(有 力)で あれ
ば他 方 は受動 的(無 力)で あ る とい う具合 に 「力」 を奪 い合 いなが ら圃 ぎ合 ってお り、事 は
「在 る」 ものであ ると同時に 「成 る」 もの として、 各々に相 即相入 し合いつつ非均衡 的且 つ 自
己組織的な システム を紡ぎ出 してい る、 とし、また、事 は各 自のパースペクティヴよ り世界 を
捉え、他 の事 に還元 される ことな く能作的 に働き合 ってお り、 同時 に事 は他 の全て の事 と交錯
す るプロセス に身 を置き、 常に 「全体」 との連関に於て 自己同一性 を得ている、 とす る。
第七章 「具象的な無秩 序のヴ ィジ ョンに就いて」では、華厳 の所謂 「事:事無擬法界」 とは、
システム内部の事象が 自己関係 的に各 自を創る ことによって全体が 自律 的に編み上げ られ ると
ころ のネ ッ トワー クであるが、 か く 「事」 の多様性 を肯定 した 上で 尚且 つ 「全体」 の統一性 を
も成就 しよ うとする場合、それ は 「唯一実体 の様態的変容」 という理事無擬観ではあ り得ず 、
「出来事の相互包摂」 という非線形 的 ・非 因果的な事事無擬観でな ければな らない。事事無凝
観 という円環的な構造変換 のプ ロセ スは 「一 中一切 ・一切 中一」 として非二元論的 に把捉 され、
不 断に生成途 上の 「不定」な全体性 に於 ける事は、勢い 「世界 を構成す る断片的な一点」 では
な く 「生 きたネ ッ トワークの結節点」 であ り、 そ こに描 かれ るヴ ィジ ョンは、 「第一原理 か ら
一 切万物が産み 出される」 とい う理事 無擬観 に基づ いた秩序(コ スモス)で は な く、 「一切 万
物 のヴ ァリエー シ ョンによって全体が創 られて行 く」とい う事 事無擬 観に則った渾沌(カ オス)
で ある、 という。
終章 「渾沌へ の視座 を索めて」では、本論全編 に通底す る問題意 識 を再確認 して、 かっ華厳
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教学 の徹底か ら生まれた という禅宗へ の研究 を図 りたい という向後 の展望 を示唆す る。
本論文 は、 中国初期華厳教 学 に於 ける 「法界観」、 と りわ け法 蔵の所謂事事無擬観 の構 造 を
解明 し且つその華厳教学史上 にお ける位置 と現代 に生き る我 々にとっての哲学的意味 とを究明
す る ことを目指 した ものであ る。イス ラーム、イ ン ド、 中国、 日本 を含めた所 謂東洋の古代思
想が現 代思想 に投げ かけ うる積 極的な 意義 を発掘 し主張 した のは近 くは井筒俊彦 氏な どがあ
り、論者が噛矢 と言 うわけではな いが、井筒氏な どの仕事 に触発 されつつ、 この問題 を中国華
厳学 の分野 に限定 して精査熟考 して、 『大乗起信論』 に通 底す る重層 的二項対 立的論理 と言 う
枠組み こそが華厳法界観 を貫 くものだ、と見極め、この論理 と世 界観 こそが、現代哲 学のアフ ォ
ーダ ンスな どの理論 と同様 、現代世界が直面す る二元 論的世界観が もた らす 各種 閉塞 状況 を打
開す る可能性を指 し示す ものだ、とい う認識 と主張 とを提示 した のは、論者独 自の ものである。
また、華厳教 学に対す る従来 の理解や文法論、記号論、意 味論 な どへの積極 的な提言 も少 な く
ない。意欲 的で創造 的な内容 を もつ本論文 は、博士(文 学)の 学位 を授与され るに相応 しい と
認め られる。
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